
SWD-DA20の Bulk Petに関する質疑応答 

 

質問【1】 

SWD-DA20のユーザーです。Bulk Pet伝送対応のアナウンスを見て早速やっ

てみました。 

ファームウエアーの更新、ドライバーの更新ともうまく行って、Bulk Pet4モ

ードとも適用可能で非常に効果が大きいことが分りました。 

ところが、外部クロックを入れようとすると Bulk Pet伝送ができず PCの再

生ソフトとの接続が切れてしまいます。 

再生ソフトは TASCAM Hi-Res Editorで、クロックジェネレーターはインフ

ラノイズ社の GPS-777です。 

Bulk Petモードからアイソクロナスに戻しますと、外部クロックは問題なく

働きます。 

Bulk Petモードでは、外部クロックは使えないということでしょうか？ 

 

回答【1】 

Isochronous と Bulk Pet とを切り替えた場合、システム上で SWD-DA20が

一度切り離された状態となり、再生も停止します。 

この場合、そのまま再生ボタンをクリックしても再開できないようです。 

TASCAM Hi-Res Editorを再起動して頂くか、TASCAM Hi-Res Editorの

「Audio Device:」設定で「SIC USB Audio」を再度選択しなおして頂く必要

があります。 

また、もし「Audio Driver:」設定で「WASAPI」を選択されている場合、

Windowsのオーディオエンジン経由の出力となりますので、出力のサンプリ

ング周波数がWindowsのサウンド設定(スピーカーのプロパティ)で設定した

値に変えられてしまいます。この場合、サンプリング周波数とクロック周波数

が異なるため、SWD-DA20から音声は出力できません。 

以上となりますが、上記内容で解決しない場合等ございましたら、お手数です

がソフトの設定内容等、より具体的に詳細をお知らせいただけますでしょう

か。改めて弊社内で検証をさせていただきます。 

 

質問【2】 

ご回答のとおり、SWD-DA20の外部クロックと BYPASS設定、SIC MODE

の設定、TASCAM Hi-Res Editorの起動とドライバーの再指定の順序が問題で

あることが分りました。下記のような順序でうまくいくことが確認できまし

た。 



①SWD-DA20の外部クロックを接続し、BYPASS設定にしておく。②SIC 

MODEの設定を Bulk Petにする。③TASCAM Hi-Res Editorを起動すると

デバイスが OFFLINEになったというメッセージが出るので、SICドライバー

の再指定を行う。 

一度再生が可能になれば、BYPASSから SRCに替えても外部クロック入力さ

え正しければ問題ないようです。なお、一連のテストを行いましたので、その

結果を添付いたします。 

BPODCH（ベルリンフィルディジタルコンサートホール）で Bulk Petにする

には、TASCAM Hi-Res Editorのようなパネルでドライバーの再指定を行う個

所がありませんので、とまどいましたが、一度 SICコントロールパネルでアシ

ンクロナスを選択して音が出るようにしてから、Bulk Petにすると音が出る

ようになりました。なお、クロックジェネレーターに受け側の表示の 384KHz

のクロック出力はありませんので便宜的に 176.4KHzの入力のままにしていま

す。 

ご回答のようなことをマニュアルに書いておかれた方がいいと思います。Bulk 

Petは新しい技術ですので、まだまだ不明の点や、再生系によって調整すると

ころが多いかと思いますので、活用のノウハウを蓄積していくことが望まれま

す。 

一つだけ分からないことがあります。BPODCHでは SICコントロールパネル

では 44.1KHzになっていますが、SWD-DA20側では 384KHzの表示になっ

ています。この Bulk Pet対応のドライバーないしはファームウエアーではア

ップサンプリングをしているのでしょうか？なお、Bulk Pet対応でない

OPPO社の Sonica DACでは、受け側も 44.1KHzの表示になっています。 

 

回答【2】 

DIGITAL CONCERT HALL (https://www.digitalconcerthall.com/ja/concerts) 

のストリーミングを、Webブラウザで視聴されている状況でお間違いないでし

ょうか。 

SIC USB Audio Control Panelにインアクティブの状態で薄い字で表示されて

いる"Sampling Rate"は、ASIO経由で音声データを伝送した場合の表示で

す。 

ASIO経由で再生している場合は再生中のサンプリングレートが表示され、

ASIO以外での再生に切り替えた場合は、それまで ASIOで再生していた時の 

サンプリングレート表示が残ります。 

DIGITAL CONCERT HALL に限らず、Webブラウザの再生音はWindows 

の Audio Engine を経由しますので、Windowsのサウンド設定(スピーカーの

https://www.digitalconcerthall.com/ja/concerts


プロパティ・添付画面)で設定したサンプリングレートに強制的に変更されま

す。 

よって、サイト(DIGITAL CONCERT HALL)で配信された 44.1kの音源が、

Windowsで 384kに変換されて、SWD-DA20に送られている状態と考えられ

ます。 

OPPO Sonica DACでは 44.1kの表示になるとのことですが、上記のサウンド

設定は、接続されているサウンドデバイス毎にサンプリングレートの設定がで

きますので、Sonica DACのサウンド設定は、44.1kに設定されているのでは

ないでしょうか。お手数ですが、ご確認頂ければと思います。 

 

質問【3】 

「ASIO経由で再生している場合は再生中のサンプリングレートが表示され、

ASIO以外での再生に切り替えた場合は、それまで ASIOで再生していた時の 

サンプリングレート表示が残る。」ということ、「Webブラウザの再生音は

Windows の Audio Engine を経由するので、Windowsのサウンド設定(スピ

ーカーのプロパティ・添付画面)で設定したサンプリングレートに強制的に変

更される。」ということで氷解しました。 

ASIO再生後、BPODCHに移る前に、サウンド設定で 192KHzにすれば、

SWD-DA20の表示も 192KHzになり、96KHzにすれば、SWD-DA20の表示

も 96KHzになり、外部クロック周波数もこれに合わせて入力すればよいこと

が確認できました。 

Sonica DACについて振り返ってみると ASIO再生に続いて BPODCHの再生

をすることはありませんでした。そこで、SWD-DA20と同様のことをやって

みますと、Sonica DACでのサウンド設定では 192KHzが上限で、ASIO以外

での再生に切り替えた場合は、表示が 384KHZに維持しようがないため、そ

れまでのサウンド設定の条件の表示に戻ってしまうようです。 

以上から、BPODCHの再生は次のように実施することになります。 

SWD-DA20を使用する場合は、その前に ASIO再生をやったかどうかに関係

なく、次のような設定をすればいいということが分りました。音出しは、いっ

たんアイソクロナスでやっておいてから Bulk Petを選択します。 

① 外部クロックを入れない場合は、サウンド設定の上限を 384KHzにする。 

② 外部クロックを入れる場合は、サウンド設定の上限を 192KHzにする。 

Sonica DACを使用する場合は、その前に ASIO再生をやったかどうかに関係

なく、次のような設定をすればいいということが分りました。なお、Sonica 

DACは外部クロック入力を入れられません。 

① サウンド設定の上限を 192KHzにする。 



SWD-DA20は、BPODCHに再生においては、Bulk Petが適用可能で、かつ

サウンド設定の上限を 384KHzにすることができる、192KHz以下であれば外

部クロック入力が可能であると結論付けられます。音質との関係はじっくり検

討していきます。 

ところで質問ですが、fidataや DELAから USB経由で DSD音源を DoPで送

る場合、SWD-DA20の Bulk Pet対応のファームウエアーで音は変わっている

のでしょうか。すなわち、PCの SICコントロールパネルでMODE設定の選

択を行ったあと、USB接続を切り替えて fidataや DELAとの USB接続を行

った場合、MODE設定の選択結果は DSDを DoPで送る再生の音質に影響す

るでしょうか？それともMODE設定はドライバーが動作している PCとの

USB接続が切れると無効になるのでしょうか？ 

 

回答【3】 

SIC USB Audio Control Panel での Isochronous /Bulk Pet 設定は PCから

送出するデータの転送方法を切り替えるものですので、DELA のようなオー

ディオ機器や Bulk Pet 対応ドライバーがインストールされてない PCなどと

接続した場合には、Isochronous 転送となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 


